
障
害
や
慢
性
疾
患
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

共
に
学
び
、生
き
る

共
生
社
会
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

「大学・専門学校等における生涯学習機会創出・運営体制の

モデル構築」を先駆的に実施している

4大学が活動内容を発表し、大学における

役割や持続可能性について討議をおこなう。

さらに、講演を通して、「学ぶこと」の意味を

見つめなおすとともに、分科会を開催し、

生涯学習を推進するための交流や学び合いの場とする。

https://x.gd/vvCrZ

2025年 1月 12日㊐ 
千里金蘭大学

どなたでもご参加いただけます

申込フォームからお申込みください。

10:00~16:00（受付9:30～）
会　場

対　象

申込方法

参加無料
定員

名250

右記のQRコードより必要事項を記入の上、
お申し込みください。
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キャンパスから広がる
新たな出会いと多様な学びを

＊近隣の駐車場のご利用をお願いします。

主　　催：千里金蘭大学・文部科学省
連携大学：大阪教育大学・大阪信愛学院大学・藍野大学

詳細は裏面をご覧ください。

2025年1月6日㊊申込締切

本取組は、令和６年度文部科学省委託推進事業
「学校卒業後における障害者の学びの支援推進事業」に基づきます。



障害や慢性疾患の有無にかかわらず

千里金蘭大学 
共に学び、生きる共生社会コンファレンス事務局 担当：合田 t-gouda@cs.kinran.ac.jp06-6872-7042

障害や慢性疾患のある方へのオープンカレッジの実践

お問い合わせ

会場・アクセス

■ 会　場
■ アクセス

千里金蘭大学 大阪府吹田市藤白台5-25-1

大阪モノレール
大阪モノレール「山田駅」下車。阪急千里線に乗り換えて
「北千里駅」下車。徒歩約10分。

JR
おおさか東線「淡路駅」下車。阪急千里線に乗り換えて「
北千里駅」下車。徒歩約10分。

阪急電鉄
阪急京都線「淡路駅」で、千里線に乗り換えて「北千里駅」下車。
徒歩約10分。

大阪メトロ（地下鉄）
●　御堂筋線「千里中央駅」下車。阪急バス(12番のりば・175系統)で約10分。
　金蘭会学園前下車すぐ
●　堺筋線から乗り入れで阪急千里線「淡路駅」経由、「北千里駅」下車。
    徒歩約10分。

10：00～10：25
開会挨拶　
文部科学省 行政説明

ミニ演奏会（13：15～)

10：30～12：10

12：20~

4 大学の合同ディスカッション（各大学20分)

13：30～14:30

14:30～15:15

副島 賢和氏（昭和大学大学院 保健医療学研究科 准教授） 

開会行事

活動報告&デイスカッション

休　　憩

講　　演

シンポジウム

分科会・交流会

閉会行事

「 学ぶことは生きること ‒院内学級の子どもたちが教えてくれた大切なこと‒ 」

「当事者と語る」・「学生ボランティアと語る」・「支援者と語る」
　

閉会挨拶
　

医　　師  岡崎　伸氏（大阪市立総合医療センター ） 

受講生代表

大学教員  平賀 健太郎氏（大阪教育大学） 
「企画実行委員の立場から」 

「受講生（ご本人・家族）の立場から」 

学生ボランティア代表「学生ボランティアの立場から」 

⑴ 国立大学法人 愛媛大学　
⑵ 国立大学法人 静岡大学

⑶ 公立大学法人 長野大学　
⑷ 学校法人金蘭会学園 千里金蘭大学 

テーマ

15:15～16:00

16:00

共に学び、生きる
共生社会コンファレンス

みらい未来は、当事者たちが大学でまなびたいという
思いを知った支援者（医療・教育関係者など）が企画
しました。そのニーズの中には同じ年代の方たちとの
交流が入っていると感じました。「当事者」「学生ボラ
ンティア」、「支援者」それぞれの思いや役割につい
て、分科会で深堀していきます。どちらの分科会にで
も参加いただき、それぞれの立場から見た価値を語り
合いましょう。

分科会・交流会

「オープンカレッジ－みらい未来－」の実行委員、学生ボ
ランティア、受講生（当事者）・ 家族が登壇し、それぞれの
立場で、企画・運営・受講による気づきや学び、思いやね
がいを語り、学びの場の維持、拡大の未来について、ディ
スカッションをします。

シンポジウム

（１）

（２）

（３）

（４）

愛媛大学
「地域連携による訪問カレッジ・オープンカレッジ
＠愛媛大学」
静岡大学
「Base・Visit・Satelite型よる生涯学習の開催による
参加の機会の拡大と「深い」 学びの実現」 
長野大学 
「STEAM教育の要素を取り入れた障害者の学び直
し（Reskiling）モデルづくり Ver.2」 
千里金蘭大学 
「医療的ケアを必要とする重度重複障害者や小児期
に発症した慢性疾患を有するAYA世代の生涯学習
（オープンカレッジ）－みらい未来－」

活動報告&デイスカッション

昭和大学院内学級「さいかち学級」での子どもたちとの
出会いやかかわりを通じて、教育、医療、福祉など幅広
い分野に影響を与え続けておられます。みらい未来の
立ち上げから共に活動し、講師として授業を担当するだ
けでなく、学生ボランティア講習会の講師も務めて頂い
ています。今回は院内学級の子どもたちのことをお話頂
き、授業中の副島先生の考え方や思いなど、みらい未来
の経験を語っていただきます。

「学ぶことは生きること 
　～院内学級の子どもたちが教えてくれた
　大切なこと～ 」 
講師  副島　賢和氏
昭和大学大学院保健医療学研究科准教授 

講　　演


